
  令和５年度 

（技術名）輪ギク「首里の令黄」葉枯れの発生原因 

（要約）輪ギク「首里の令黄」の葉枯れは、電照終了後、生育ステージが花芽分化期に達してから

、かん水量が多い場合や排水性が不良な圃場で増加し、圃場の排水改善および雨よけ栽培で減少す

ることから、発生原因は電照終了以降の土壌水分過多による湿害である。 
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［背景・ねらい］ 

「首里の令黄」は花色に優れ、花にボリュームがあり、新しい県外出荷向け黄色輪ギク品種とし

て期待されている。しかし、電照終了後に葉が枯れ上がる症状（以下「葉枯れ」とする）が発生す

ることがあり、生産振興を図る上で支障となっている。そこで、葉枯れ発生の原因を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．葉枯れは、電照終了後の生育ステージで、下・中位葉で発生する（図１）。発生株に根腐れ

および茎枯れ、全身萎凋は観察されず、ほぼ正常に開花する。 

２．葉枯れと類似の症状である半身萎凋病、キクえそ病、茎えそ病の病原体やハガレセンチュウ

は確認できない（データ省略）。 

３．発生株と未発生株における葉の成分を比較した結果、発生株ではマグネシウムが少ない傾向が

あるが、葉面散布によりマグネシウムの施用量を増やしても葉枯れは減少しない（データ省

略）。 

４．電照終了後、降雨により一時的に畦間（通路）が湛水し、排水性が不良な場所で葉枯れは多く

発生する（図２）。電照期間中に畦間が湛水しても葉枯れは観察されない。 

５．12月出荷作型において、９月中旬以降にかん水量を増やし、土壌を連続して多湿状態にする

と葉枯れは増加し、深耕による排水性改善およびビニル被覆により降雨の影響を排除すること

で減少することから、葉枯れの原因は土壌水分過多による湿害である（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．「首里の令黄」の葉枯れが問題となっている圃場の対策のための基礎資料として活用できる。 
２．2020年度の試験（図２）は、2020年 10月 22日の 191mmの降雨で、湛水した通路（畦間）に面

した畦（約 24㎡）を湛水有り区とし、通路が湛水しなかった畦（約24㎡）を湛水なし区とし

て、調査区を各３カ所配置した。 

３．2021年度の試験（図３）は、平張施設Ａに①区と②区の畦を設け、両畦はかん水の影響を考慮

し３m離した。雨よけ平張施設も④区と⑤区の畦を３m離して設けた。③区の平張施設Ｂは前年

度の試験（図２）で排水性が不良であった施設である。調査区は各 18㎡の畦内で４カ所配置し

た。深耕に用いたプラソイラーは、施設の妻面を解放させて施設内から外に貫通して牽引し、

圃場の排水性の改善を図った。 

４．「首里の令黄」の葉枯れ対策として、栽培する圃場は排水性が良く、作土層が深いことが望

ましい。また、そのような条件でない圃場では、明渠および暗渠、深耕等の排水性改善対策、

電照期間中に成長を促進させる追肥増施、雨よけができるハウスであれば消灯後にビニル被

覆することが軽減対策として有効である。  
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［具体的データ］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［その他］ 
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図２ 降雨後の湛水の有無が葉枯れ発生に及ぼす影響 

湛水有り：降雨後、畦間（通路）が湛水する畦における葉枯れ発生茎率、湛水無し：畦間が湛水しない畦における発生茎率、葉枯れ

発生茎率：葉枯れ発生茎数/調査茎数、湛水発生期間：10 月 22～25 日、11 月 8～9 日、11 月 13 日、調査茎数：20 茎、3 反復、栽

培：2020 年度 12 月出荷作型(定植 8 月 19 日、消灯(第 1)10 月 21 日、土壌型：ジャーガル、一般化線形混合モデル(GLMM)を用い、

応答変数を葉枯れ発生茎率、説明変数を湛水有無および調査日、ランダム効果を反復とし、確率分布は二項分布、リンク関数は

logit とした。 

図１ 「首里の令黄」の葉枯れ発生状況 

（2020 年 11 月撮影、農研センター平張施設、 

土壌型：ジャーガル） 

図３ 多かん水と雨よけ、深耕が葉枯れ発生に及ぼす影響 

試験区：①，③～⑤区；土壌ｐF1.6（地下 20cm、ﾃﾝｼｮﾝﾒｰﾀｰ測定）以上で 7.4mm かん水、②多かん水区：9/15(整枝）以降に毎日 7.4mm

を 2 回かん水。9/15 以前は①区と同様のかん水、③深耕区：作畦前にプラソイラーで深耕、④雨よけ区：電照終了後(10/23)に施設屋

根面をビニル被覆、側面は解放、⑤雨よけ･深耕区：消灯後雨よけ+深耕区、中下位葉の葉枯れ発生葉率：中下位葉における葉枯れ葉

数/中下位の葉数、調査株数:8 株、4 反復、栽培：2021 年度 12 月出荷作型（定植 8 月 10 日、摘芯 8 月 19 日、整枝 9 月 15 日、消灯

(第１)10 月 23 日）、土壌型：ジャーガル、図中の異なるアルファベット間は 5%水準で有意差があることを示す。統計解析は一般化線形

混合モデル(GLMM)を用い、応答変数を中下位葉の葉枯れ発生葉率、説明変数を試験区、ランダム効果を反復とし、確率分布は二項分

布、リンク関数は logit とし、その後の多重比較には Tukey-kramer 法を用いた。 


